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(57)【要約】
【課題】基板に接続された撮像素子が生じた熱を効率よ
く放熱する放熱装置及び内視鏡を得る。
【解決手段】撮像素子１２０が熱を発すると、ボール状
端子１２３から円状端子１３６を経て基板１３０に熱が
伝えられる。基板１３０に伝えられた熱は、支持部１１
２、パターン配線１３７、及びビア１３８に伝えられる
。支持部１１２に伝えられた熱は、外殻１１１に伝えら
れる。そして、外殻１１１から外側網組線１４３及び外
側グラファイトシート１４２に伝えられる。他方、一部
のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は
、平面端子１３５を経て内側網組線１５３及び内側グラ
ファイトシート１５４に伝えられる。グラファイトシー
トは、銅よりも大きな熱伝導率を有する。外側網組線１
４１と内側網組線１５３の外側に各々外側グラファイト
シート１４２と内側グラファイトシート１５４とを設け
ることにより、撮像素子１２０からより多くの熱を吸収
するとともに、放熱することが出来る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子が発した熱を放熱する放熱装置であって、
　撮像素子を装着する基板と、
　基板に設けられ、撮像素子に電気的、かつ熱的に接続される配線部材と、
　基板からの電気信号を送信する芯線と、芯線の外周に設けられて配線部材と電気的、か
つ熱的に接続される第１の遮蔽部材と、第１の遮蔽部材と接触するように設けられて配線
部材と熱的に接続される第１の伝熱部材とを有するケーブルとを備える放熱装置。
【請求項２】
　第１の伝熱部材は、第１の遮蔽部材の外周、内周、又は外周及び内周に設けられて配線
部材と熱的に接続される請求項１に記載の放熱装置。
【請求項３】
　基板は、撮像素子の撮像面の裏面に設けられた端子面に装着される請求項１又は２に記
載の放熱装置。
【請求項４】
　複数のケーブルと、複数のケーブルと接触するように設けられる第２の遮蔽部材と、第
２の遮蔽部材の外周に設けられる第２の伝熱部材とをさらに備える請求項１から３のいず
れかに記載の放熱装置。
【請求項５】
　第２の遮蔽部材は、複数のケーブルの外周、内周、又は外周及び内周に設けられる請求
項４に記載の放熱装置。
【請求項６】
　第２の伝熱部材は配線部材と熱的に接続される請求項４又は５に記載の放熱装置。
【請求項７】
　第１の伝熱部材は、第１の遮蔽部材の外周の全周、内周の全周、又は外周及び内周の全
周に渡って設けられるグラファイトシートから成る請求項１又は２に記載の放熱装置。
【請求項８】
　第２の伝熱部材は、第２の遮蔽部材の外周の全周、内周の全周、又は外周及び内周の全
周に渡って設けられるグラファイトシートから成る請求項３又は４に記載の放熱装置。
【請求項９】
　ケーブルは同軸ケーブルである請求項１から８のいずれかに記載の放熱装置。
【請求項１０】
　ケーブルはツイストペアケーブルである請求項１から８のいずれかに記載の放熱装置。
【請求項１１】
　撮像素子を装着する基板と、
　基板に設けられ、撮像素子に電気的、かつ熱的に接続される配線部材と、
　基板からの電気信号を送信する芯線と、芯線の外周に設けられて配線部材と電気的、か
つ熱的に接続される第１の遮蔽部材と、第１の遮蔽部材と接触するように設けられて配線
部材と熱的に接続される第１の伝熱部材とを有するケーブルとを備える内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板に接続された部品が発する熱を、ケーブルを用いて放熱する放熱装置及
び内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人体に挿入されて体内の画像を撮像する内視鏡と、内視鏡から画像信号を受信して表示
する内視鏡プロセッサが知られている。このような内視鏡は先端に撮像素子を備え、撮像
素子が出力した画像信号を内視鏡プロセッサに出力する。撮像素子は種々の部品と共に基
板に取り付けられ、内視鏡に固定される。基板に取り付けられた撮像素子及び部品は、動
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作時に熱を発する。撮像素子及び部品が発した熱により素子自体が動作不良や破壊を起こ
したり、最悪の場合には体内が火傷したりすることを防ぐため、効率的に熱を放熱する種
々の構成が知られている。特許文献１は、プリント基板に積層して設けられるヒートシン
ク層にケーブルの外部導体を接続して、電気回路等が発した熱を外部導体に伝達して放熱
する放熱構造を開示する。特許文献２は、撮像素子が生じた熱をグラファイトシートによ
り送水管等の周辺部材に伝達する構成を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１４２２４９号公報
【特許文献２】特開２０１０－０２２８１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載のようなケーブルの外部導体を用いる構成では、外部導体の
材質はケーブルの要求性能によって決定されるものであるため、必ずしも熱を伝えるのに
適した材質を選択できるわけではない。そのため、撮像素子が発した熱を充分かつ効率よ
く外部まで運ぶことができないおそれがある。また、特許文献２に記載の構成もまた同様
に、送水管等の周辺部材が充分かつ効率よく熱を外部まで運ぶことができないおそれがあ
る。
【０００５】
　本発明はこれらの問題を鑑みてなされたものであり、基板に接続された撮像素子が生じ
た熱を効率よく放熱する放熱装置及び内視鏡を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願第１の発明による放熱装置は、撮像素子が発した熱を放熱する放熱装置であって、
撮像素子を装着する基板と、基板に設けられ、撮像素子に電気的、かつ熱的に接続される
配線部材と、基板からの電気信号を送信する芯線と、芯線の外周に設けられて配線部材と
電気的、かつ熱的に接続される第１の遮蔽部材と、第１の遮蔽部材と接触するように設け
られて配線部材と熱的に接続される第１の伝熱部材とを有するケーブルとを備えることを
特徴とする。
【０００７】
　第１の伝熱部材は、第１の遮蔽部材の外周、内周、又は外周及び内周に設けられて配線
部材と熱的に接続されることが望ましい。
【０００８】
　基板は、撮像素子の撮像面の裏面に設けられた端子面に装着されることが望ましい。
【０００９】
　複数のケーブルと、複数のケーブルと接触するように設けられる第２の遮蔽部材と、第
２の遮蔽部材の外周に設けられる第２の伝熱部材とをさらに備えることが望ましい。
【００１０】
　第２の遮蔽部材は、複数のケーブルの外周、内周、又は外周及び内周に設けられること
が望ましい。
【００１１】
　第２の伝熱部材は配線部材と熱的に接続されることが望ましい。
【００１２】
　第１の伝熱部材は、第１の遮蔽部材の外周の全周、内周の全周、又は外周及び内周の全
周に渡って設けられるグラファイトシートから成ることが望ましい。
【００１３】
　第２の伝熱部材は、第２の遮蔽部材の外周の全周、内周の全周、又は外周及び内周の全
周に渡って設けられるグラファイトシートから成ることが望ましい。
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【００１４】
　ケーブルは同軸ケーブルが好適である。
【００１５】
　ケーブルはツイストペアケーブルであってもよい。
【００１６】
　本願第２の発明による内視鏡は、撮像素子を装着する基板と、基板に設けられ、撮像素
子に電気的、かつ熱的に接続される配線部材と、基板からの電気信号を送信する芯線と、
芯線の外周に設けられて配線部材と電気的、かつ熱的に接続される第１の遮蔽部材と、第
１の遮蔽部材と接触するように設けられて配線部材と熱的に接続される第１の伝熱部材と
を有するケーブルとを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、基板に接続された撮像素子が生じた熱を効率よく放熱する放熱装置及
び内視鏡を得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１の実施形態による放熱装置を備える内視鏡を概略的に示した端面図である。
【図２】放熱装置を概略的に示した端面図である。
【図３】第１のケーブルの端面図である。
【図４】第２の実施形態による放熱装置を概略的に示した端面図である。
【図５】第２のケーブルの端面図である。
【図６】第３の実施形態による放熱装置を概略的に示した端面図である。
【図７】第３のケーブルの端面図である。
【図８】第４の実施形態による放熱装置を概略的に示した端面図である。
【図９】第４のケーブルの端面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の第１の実施形態による第１の放熱装置１００について図１から３を用い
て説明する。
【００２０】
　図１に第１の放熱装置１００を備える内視鏡システム１０を示す。内視鏡システム１０
は、内視鏡２０及び内視鏡プロセッサ３０を主に備える。内視鏡２０は、湾曲自在であっ
て、観察対象、例えば人体の内部に挿入される挿入部２１と、使用者が把持する把持部２
２と、そして接続管２３を介して把持部２２と内視鏡プロセッサ３０とを接続するコネク
タ２４とから主に構成される。挿入部２１の先端部２５には図示しない撮像素子と第１の
放熱装置１００とが格納される。撮像素子は、観察対象を撮像して画像信号を内視鏡プロ
セッサ３０に送信する。
【００２１】
　図２を用いて第１の放熱装置１００について説明する。第１の放熱装置１００は、基板
１３０及び第１のケーブル１４０を備え、撮像素子１２０と共にケーシング１１０に格納
される。
【００２２】
　ケーシング１１０は、例えば円筒形をしており、その外殻１１１と、外殻１１１の内周
から径方向に延びる円盤状の支持部１１２とを有する。ケーシング１１０の軸方向から見
ると、支持部１１２は円筒形の固定穴１１３を有する。
【００２３】
　撮像素子１２０は、ＣＭＯＳであって、被写体像が結像する撮像面１２１と、撮像面１
２１の裏面に設けられた端子面１２２とを備える。格子状に並べられた複数のボール状端
子１２３が端子面１２２に設けられる。すなわち、本実施例の撮像素子１２０はＢＧＡパ
ッケージである。
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【００２４】
　基板１３０は、熱伝導率が低い材料から成り、直方体形状を有する多層基板であって、
撮像素子１２０側に位置する実装面１３１と、実装面１３１の裏面であるケーブル面１３
２と、複数のパターン配線１３７と、複数のビア１３８とを主に備える。実装面１３１か
らケーブル面１３２への方向を厚さ方向とする。基板１３０は、厚さ方向を拡大して図示
されている。基板１３０の材料は、例えばジルコニア、ＦＲ４、シリコン、ガラス、窒化
アルミ、アルミナである。ジルコニアの熱伝導率は３Ｗ／ｍ・Ｋ、ＦＲ４の熱伝導率は０
．４４Ｗ／ｍ・Ｋ、シリコンの熱伝導率は１６８Ｗ／ｍ・Ｋ、ガラスの熱伝導率は１Ｗ／
ｍ・Ｋ、窒化アルミの熱伝導率は１５０Ｗ／ｍ・Ｋ、アルミナの熱伝導率は３２Ｗ／ｍ・
Ｋである。なお、基板１３０に設けられた部品は図示されない。
【００２５】
　実装面１３１は、格子状に並べられた円盤形状の複数の円状端子１３６を有する。円状
端子１３６は、ボール状端子１２３と半田付けされる。
【００２６】
　パターン配線１３７は、基板１３０の内部及び外表面に設けられ、基板１３０の厚さ方
向に対して直角な方向に延びる。ビア１３８は、基板１３０の内部に設けられ、基板１３
０の厚さ方向に延びる。異なる層に設けられたパターン配線１３７どうしをビア１３８が
接続する。基板１３０の側面１３３には、複数の側面端子１３４が設けられ、ケーブル面
１３２には、複数の平面端子１３５が設けられる。側面端子１３４及び平面端子１３５は
、基板１３０の内部においてパターン配線１３７あるいはビア１３８と接続される。
【００２７】
　第１のケーブル１４０は、３本の内蔵同軸ケーブル１５０及び３本の絶縁電線１６０を
外側網組線１４１、外側グラファイトシート１４２、及び外側外皮１４３で包み込んで成
る。
【００２８】
　外側網組線１４１は遮蔽部材とも呼ばれ、銅から成る複数の導線を編んで網状にしたも
の、或いは単純に巻き付けたものである。銅の熱伝導率は、４０１Ｗ／ｍ・ｋである。外
側グラファイトシート１４２は、シート状のグラファイトであって、伝熱部材を成す。外
側外皮１４３はビニールなどの絶縁体から成る。外側グラファイトシート１４２の厚さは
１７μｍから１００μｍであって、厚さが１７μｍの外側グラファイトシート１４２の熱
伝導率は、１７５０Ｗ／ｍ・ｋであり、厚さが１００μｍの外側グラファイトシート１４
２の熱伝導率は、７００Ｗ／ｍ・ｋである。外側網組線１４１は外殻１１１に接続される
。
【００２９】
　内蔵同軸ケーブル１５０は、複数の銅線から成る芯線１５１と、芯線１５１を包み込む
ように周囲に設けられる絶縁体１５２と、絶縁体１５２の周囲に設けられる内側網組線１
５３と、内側網組線１５３を覆うように設けられる内側グラファイトシート１５４と、内
側グラファイトシート１５４を覆うように設けられる内側外皮１５５とを備える。絶縁体
１５２は例えばポリエチレンから成り、内側網組線１５３は遮蔽部材とも呼ばれ、銅から
成る導線を編んで網状にしたもの、或いは導線を単純に巻き付けたものである。内側グラ
ファイトシート１５４は、シート状のグラファイトであって、伝熱部材を成す。内側外皮
１５５はビニールなどの絶縁体から成る。内側網組線１５３と内側グラファイトシート１
５４とは互いに接触し、熱的に接続されている。芯線１５１は側面端子１３４と半田付け
され、内側網組線１５３は平面端子１３５と半田付けされる。
【００３０】
　絶縁電線１６０は、複数の銅線から成る絶縁芯線１６１と、絶縁芯線１６１を包み込む
ように周囲に設けられる絶縁体１６２とを備える。絶縁体１６２は例えばビニールなどの
絶縁体１６２から成る。絶縁芯線１６１は平面端子１３５と半田付けされる。
【００３１】
　３本の内蔵同軸ケーブル１５０は、３本の絶縁電線１６０と交互に並べられて円筒形状
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を成し、円筒の周囲を外側網組線１４１が覆う。そして、外側網組線１４１の周囲を外側
グラファイトシート１４２が覆い、外側グラファイトシート１４２の周囲を外側外皮１４
３が覆う。外側網組線１４１と外側グラファイトシート１４２とは互いに接触し、熱的に
接続されている。また外殻１１０の内側において、基板１３０及び第１のケーブル１４０
が占める領域以外に樹脂１７０が充填される。
【００３２】
　次に、撮像素子１２０が熱を発したときの第１の放熱装置１００の状態について説明す
る。撮像素子１２０が熱を発すると、ボール状端子１２３から円状端子１３６を経て基板
１３０に熱が伝えられる。基板１３０に伝えられた熱は、支持部１１２、パターン配線１
３７、及びビア１３８に伝えられる。支持部１１２に伝えられた熱は、外殻１１１を介し
て外側網組線１４１及び外側グラファイトシート１４２に伝えられる。他方、一部のパタ
ーン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、平面端子１３５を経て内側網組線１５
３及び内側グラファイトシート１５４に伝えられる。グラファイトシートは、銅よりも大
きな熱伝導率を有するため、外側網組線１４１及び内側網組線１５３よりも多くの熱を早
く、広範囲に伝えることが出来る。すなわち、外側網組線１４１と内側網組線１５３の外
側に各々外側グラファイトシート１４２と内側グラファイトシート１５４とを設けること
により、外側網組線１４１及び内側網組線１５３のみを設ける場合と比較して、撮像素子
１２０からより多くの熱を吸収するとともに、放熱することが出来る。
【００３３】
　さらに、一部のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、平面端子１３５
を経て絶縁芯線１６１に伝えられ、他のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた
熱は、側面端子１３４を経て芯線１５１に伝えられる。絶縁芯線１６１及び芯線１５１を
介して、一部の熱を発散することができる。
【００３４】
　被験者の負担を減らすため、内視鏡の先端部は可能な限り小さくなるように形成される
。そのため、内視鏡の先端部には熱がこもりやすくなる傾向がある。内視鏡の先端部に熱
がこもると撮像素子の温度が上昇し、これにより画像信号に含まれる暗電流が増加して画
質が劣化する。しかしながら本実施形態によれば、撮像素子１２０が生じた熱が外側グラ
ファイトシート１４２と内側グラファイトシート１５４とに伝えられることにより、撮像
素子１２０が生じた熱を効率よく吸収し、かつ効率よく放熱し、内視鏡の先端部が所定以
上の温度になることを防ぐことができる。そして、画質の劣化を防止できる。
【００３５】
　なお、内蔵同軸ケーブル１５０及び絶縁電線１６０の数は３本に限定されず、互いの位
置関係は図示のものに限定されない。
【００３６】
　また、外側グラファイトシート１４２は外側網組線１４１の内側に設けられてもよく、
内側グラファイトシート１５４は内側網組線１５３の内側に設けられてもよい。
【００３７】
　第１のケーブル１４０は、多芯ケーブルを内蔵するものであってもよく、複数の内蔵同
軸ケーブル１５０のみを内蔵するものであってもよい。
【００３８】
　外側グラファイトシート１４２がある場合には、内蔵同軸ケーブル１５０に内側グラフ
ァイトシート１５４が無くても良いし、内蔵同軸ケーブル１５０に内側グラファイトシー
ト１５４がある場合には、外側グラファイトシート１４２が無くても良い。
【００３９】
　次に、図４及び５を用いて第２の実施形態による第２の放熱装置２００について説明す
る。第１の実施形態と同じ構成については、同じ符号を付して説明を省略する。
【００４０】
　第２の放熱装置２００は、基板１３０及び第２のケーブル２４０を備え、撮像素子１２
０と共にケーシング１１０に格納され、内視鏡２０の先端部２５に納められる。撮像素子
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１２０、基板１３０、及びケーシング１１０の構成は第１の実施形態と同様であるため、
説明を省略する。
【００４１】
　第２のケーブル２４０は、複数の銅線から成る芯線２４１と、芯線２４１を包み込むよ
うに周囲に設けられる絶縁体２４２と、絶縁体２４２の周囲に設けられる網組線２４３と
、網組線２４３を覆うように設けられるグラファイトシート２４４と、グラファイトシー
ト２４４を覆うように設けられる外皮２４５とを備える。絶縁体２４２は例えばポリエチ
レンから成る。網組線２４３は遮蔽部材とも呼ばれ、銅から成る導線を編んで網状にした
もの、或いは導線を単純に巻き付けたものである。銅の熱伝導率は、４０１Ｗ／ｍ・ｋで
ある。グラファイトシート２４４は、グラファイトをシート状に加工したものであって、
伝熱部材を成す。グラファイトシート２４４の厚さは１７μｍから１００μｍであって、
厚さが１７μｍのグラファイトシート２４４の熱伝導率は、１７５０Ｗ／ｍ・ｋであり、
厚さが１００μｍのグラファイトシート２４４の熱伝導率は、７００Ｗ／ｍ・ｋである。
外皮２４５はビニールなどの絶縁体から成る。網組線２４３とグラファイトシート２４４
とは互いに接触し、熱的に接続されている。芯線２４１は側面端子１３４と半田付けされ
、網組線２４３は平面端子１３５と半田付けされる。
【００４２】
　次に、撮像素子１２０が熱を発したときの放熱装置の状態について説明する。撮像素子
１２０が熱を発すると、ボール状端子１２３から円状端子１３６を経て基板１３０に熱が
伝えられる。基板１３０に伝えられた熱は、パターン配線１３７及びビア１３８に伝えら
れる。一部のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、平面端子１３５を経
て網組線２４３及びグラファイトシート２４４に伝えられる。グラファイトシート２４４
は、銅よりも大きな熱伝導率を有するため、網組線２４３よりも多くの熱を早く、広範囲
に伝えることが出来る。すなわち、網組線２４３の外側にグラファイトシート２４４を設
けることにより、網組線２４３のみを設ける場合と比較して、撮像素子１２０からより多
くの熱を吸収するとともに、放熱することが出来る。
【００４３】
　さらに、一部のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、側面端子１３４
を経て芯線２４１に伝えられる。芯線２４１を介して、熱の一部を発散することができる
。
【００４４】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得る。
【００４５】
　本実施形態において、グラファイトシート２４４は網組線２４３の内側に設けられても
良い。
【００４６】
　次に、図６及び７を用いて第３の実施形態による第３の放熱装置３００について説明す
る。第１及び第２の実施形態と同じ構成については、同じ符号を付して説明を省略する。
【００４７】
　第３の放熱装置３００は、基板１３０及び第３のケーブル３４０を備え、撮像素子１２
０と共にケーシング１１０に格納され、内視鏡２０の先端部２５に納められる。撮像素子
１２０及びケーシング１１０の構成は第１の実施形態と同様であるため説明を省略する。
【００４８】
　第３のケーブル３４０は、３本のツイストペアケーブル３５０及び３本の絶縁電線１６
０を外側網組線１４１、外側グラファイトシート１４２、及び外側外皮１４３で包み込ん
で成る。絶縁電線１６０、外側網組線１４１、外側グラファイトシート１４２、及び外側
外皮１４３の構成は第１の実施形態と同様であるため説明を省略する。
【００４９】
　ツイストペアケーブル３５０は、互いに捻り合わされる２本の被覆芯線３７０と、２本
の被覆芯線３７０の周囲に設けられる内側網組線３５３と、内側網組線３５３を覆うよう
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に設けられる内側グラファイトシート３５４と、内側グラファイトシート３５４を覆うよ
うに設けられる内側外皮３５５とを備える。被覆芯線３７０は、芯線３７１と絶縁体３７
２とから成る。芯線３７１は複数の銅線から成り、絶縁体３７２は例えばポリエチレンか
ら成る。内側網組線３５３と内側グラファイトシート３５４と内側外皮３５５とにより２
本の被覆芯線が包まれる。内側網組線３５３、内側グラファイトシート３５４、及び内側
外皮３５５の構成は第１の実施形態と同様であるため説明を省略する。
【００５０】
　３本のツイストペアケーブル３５０は、３本の絶縁電線１６０と交互に並べられて円筒
形状を成し、円筒の周囲を外側網組線１４１が覆う。そして、外側網組線１４１の周囲を
外側グラファイトシート１４２が覆い、外側グラファイトシート１４２の周囲を外側外皮
１４３が覆う。外側網組線１４１と外側グラファイトシート１４２とは互いに接触し、熱
的に接続されている。
【００５１】
　次に、撮像素子１２０が熱を発したときの第３の放熱装置３００の状態について説明す
る。撮像素子１２０が熱を発すると、ボール状端子１２３から円状端子１３６を経て基板
１３０に熱が伝えられる。基板１３０に伝えられた熱は、支持部１１２、パターン配線１
３７、及びビア１３８に伝えられる。支持部１１２に伝えられた熱は、外殻１１１を介し
て外側網組線１４１及び外側グラファイトシート１４２に伝えられる。他方、一部のパタ
ーン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、平面端子１３５を経て内側網組線３５
３及び内側グラファイトシート３５４に伝えられる。グラファイトシートは、銅よりも大
きな熱伝導率を有するため、外側網組線１４１及び内側網組線３５３よりも多くの熱を早
く、広範囲に伝えることが出来る。すなわち、外側網組線１４１と内側網組線３５３の外
側に各々外側グラファイトシート１４２と内側グラファイトシート３５４とを設けること
により、外側網組線１４１及び内側網組線３５３のみを設ける場合と比較して、撮像素子
１２０からより多くの熱を吸収するとともに、放熱することが出来る。
【００５２】
　さらに、一部のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、平面端子１３５
を経て絶縁芯線１６１に伝えられ、他のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた
熱は、側面端子１３４を経て被覆芯線３７１に伝えられる。絶縁芯線１６１及び被覆芯線
３７１を介して、一部の熱を発散することができる。
【００５３】
　本実施形態によれば、第１の実施形態と同様の効果を得る。
【００５４】
　なお、ツイストペアケーブル３５０及び絶縁電線１６０の数は３本に限定されず、互い
の位置関係は図示のものに限定されない。
【００５５】
　また、外側グラファイトシート１４２は外側網組線１４１の内側に設けられてもよく、
内側グラファイトシート３５４は内側網組線３５３の内側に設けられてもよい。
【００５６】
　第３のケーブル３４０は、多芯ケーブルを内蔵するものであってもよく、複数のツイス
トペアケーブル３５０のみを内蔵するものであってもよい。
【００５７】
　第３のケーブル３４０が内蔵するツイストペアケーブル３５０の数は３つに限定されな
い。
【００５８】
　外側グラファイトシート１４２が設けられる場合には、ツイストペアケーブル３５０が
内側グラファイトシート３５４を備えなくてもよく、内側グラファイトシート３５４が設
けられる場合には、外側グラファイトシート１４２が設けられなくてもよい。
【００５９】
　次に、図８及び９を用いて第４の実施形態による第４の放熱装置４００について説明す
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る。第１－３の実施形態と同じ構成については、同じ符号を付して説明を省略する。
【００６０】
　第４の放熱装置４００は、基板１３０及び第４のケーブル４４０を備え、撮像素子１２
０と共にケーシング１１０に格納され、内視鏡２０の先端部２５に納められる。撮像素子
１２０、基板１３０、及びケーシング１１０の構成は第１の実施形態と同様であるため、
説明を省略する。
【００６１】
　第４のケーブル４４０は、互いに捻り合わされる２本の被覆芯線４５０と、２本の被覆
芯線４５０の周囲に設けられる網組線４４３と、網組線４４３を覆うように設けられるグ
ラファイトシート４４４と、グラファイトシート４４４を覆うように設けられる外皮４４
５とを備える。被覆芯線４５０は、芯線４５１と絶縁体４５２とから成る。芯線４５１は
複数の銅線から成り、絶縁体４５２は例えばポリエチレンから成る。網組線４４３、グラ
ファイトシート４４４、及び外皮４４５の構成は第１の実施形態と同様であるため説明を
省略する。
【００６２】
　次に、撮像素子１２０が熱を発したときの放熱装置の状態について説明する。撮像素子
１２０が熱を発すると、ボール状端子１２３から円状端子１３６を経て基板１３０に熱が
伝えられる。基板１３０に伝えられた熱は、パターン配線１３７及びビア１３８に伝えら
れる。一部のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、平面端子１３５を経
て網組線４４３及びグラファイトシート４４４に伝えられる。グラファイトシート４４４
は、銅よりも大きな熱伝導率を有するため、網組線４４３よりも多くの熱を早く、広範囲
に伝えることが出来る。すなわち、網組線４４３の外側にグラファイトシート４４４を設
けることにより、網組線４４３のみを設ける場合と比較して、撮像素子１２０からより多
くの熱を吸収するとともに、放熱することが出来る。
【００６３】
　さらに、一部のパターン配線１３７及びビア１３８に伝えられた熱は、側面端子１３４
を経て芯線４５１に伝えられる。芯線４５１を介して、熱の一部を発散することができる
。
【００６４】
　本実施形態によれば、第２の実施形態と同様の効果を得る。
【００６５】
　本実施形態において、グラファイトシート４４４は網組線４４３の内側に設けられても
良い。
【００６６】
　なお、いずれの実施形態においてもケーシング１１０は円筒形でなくても良い。
【００６７】
　また、いずれの実施形態においても基板の材料は前述の材料に限定されず、それぞれの
特性に適合した材料であればよい。そして、基板の形状は直方体に限定されない。
【００６８】
　いずれの実施形態においても、第１－第４のケーブル１４０－４４０は、同軸ケーブル
の代わりにツイストペアケーブルのような多芯ケーブルのみを内蔵するものであってもよ
く、同軸ケーブル及び多芯ケーブルを内蔵するものであってもよい。
【００６９】
　また、外側グラファイトシート１４２、内側グラファイトシート１５４、グラファイト
シート２４４、内側グラファイトシート３５４、及びグラファイトシート４４４は、炭素
系材料から成るものであればよく、例えば炭素繊維、又は炭素繊維をシート状に織ったも
のであっても良い。
【００７０】
　いずれの実施形態においても、グラファイトシートは網組線の外周のみでなく、外周、
内周、外周及び内周、外周の全周、内周の全周、外周及び内周の全周に設けられてもよい
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【００７１】
　第１－４の放熱装置１００－４００を設ける装置は、内視鏡に限定されない。
【００７２】
　また、いずれの実施形態においても撮像素子１２０はＣＭＯＳでなくてもよく、例えば
ＣＣＤ等の固体撮像素子であってもよい。
【符号の説明】
【００７３】
　１００　第１の放熱装置
　１１０　ケーシング
　１１１　外殻
　１１２　支持部
　１１３　固定穴
　１２０　撮像素子
　１２１　撮像面
　１２２　端子面
　１２３　ボール状端子
　１３０　基板
　１３１　実装面
　１３２　ケーブル面
　１３３　側面
　１３４　側面端子
　１３５　平面端子
　１３６　円状端子
　１３７　パターン配線
　１３８　ビア
　１４０　第１のケーブル
　１４１　外側網組線
　１４２　外側グラファイトシート
　１４３　外側外皮
　１５０　内蔵同軸ケーブル
　１５１　芯線
　１５２　絶縁体
　１５３　内側網組線
　１５４　内側グラファイトシート
　１５５　内側外皮
　１６０　絶縁電線
　１６１　絶縁芯線
　１６２　絶縁体
　１７０　樹脂
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